
・上端は、800程度、
下部は600程度

・強固な構造
・自動水栓

4便所 【1】車椅子対応トイレ

直径1.5ｍ以上

手摺

有効800以上
自動的に開閉、挟まれ防止機能
段差なし

整備項目表

床は滑りにくい材料とする

図面記載例



8-1移動等円滑化経路

整備項目表

整備基準

　Ａ道等

【建築物に、利用居室を設ける場合】

★道等※から当該利用居室（共同住宅又は寄宿舎にあっては各住戸、ホテル、旅館

又は下宿にあっては各客室）までの経路

　Ｂ便所

【建築物又はその敷地に車椅子対応トイレ又は準車椅子対応トイレ（それぞれ客室

に設けられたものを除く。）を設ける場合】

★利用居室（当該建築物に利用居室が設けられていないときは、道等※。）から当

該車椅子対応トイレ又は準車椅子対応トイレまでの経路

　Ｃ駐車施設

【建築物又はその敷地に車椅子使用者用駐車施設を設ける場合】

★当該車椅子使用者用駐車施設から利用居室（当該建築物に利用居室が設けられて

いないときは、道等※。）までの経路

★移動等円滑化経路は、できるだけ短くすること。

●令第18条第2項第1号に適合すること。

（＝移動等円滑化経路上に階段又は段を設けないこと。ただし、傾斜路又はエレ

ベーターその他の昇降機を併設する場合は、この限りでない。）

※地形の特殊性により適用される移動等円滑化経路の特例に該当する場合は、「当該建築物の車寄せ」と読み替える

　③階段又は段

　②経路の長さ

整備箇所等

①
経
路
（

利
用
居

室
か
ら
Ａ
～

Ｃ
ま
で
）

道等

車椅子対応トイレ

移動円滑化経路（段なし）

車椅子使用者転回スペース

【凡例】

①

①

②

②

③

③ ⇒

利用居室
車椅子対応

トイレ

道 利用居室

車椅子
駐車場

利用居室

⇒

⇒

①
※他階にも利用居室が

ある場合

図面記載例

風除室


